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流入した土砂で通行不能
となった町道田代線(新庄)耳川護岸の崩落(佐野)道路の冠水(早瀬)

9　　　月 15 日から 16 日にかけて、大型の台風 18 号が日本列島を

　　　縦断し、県内では嶺南地域を中心に大雨となりました。

　本町では、15 日の午後 8 時 28 分に大雨警報が発表され、16 日

午前 2 時 33 分には土砂災害警戒情報が発表されました。さらに、

16 日午前 5 時 5 分、福井地方気象台は、今年 8 月 30 日から新たに

運用が始まった ｢ 大雨特別警報 ｣ を県内全域に発表し警戒を呼びか

けました。

　竹波地区の県雨量観測所では、15 日から 16 日午後 2 時までの連

続雨量(降り始めからの積算雨量)が311ミリを記録しました。また、

耳川の水位は 3.41m まで上昇し、避難判断水位を超える等、記録的

な豪雨となりました。

台風18号襲来

　
　
　

で
は
、
大
雨
警
報
の
発
令
を
受
け

　
　
　

て
、
町
防
災
安
全
室
を
中
心
と
す

る
防
災
グ
ル
ー
プ
を
町
役
場
に
招
集
し
、

情
報
収
集
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

16
日
早
朝
に
は
、
被
害
の
拡
大
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
や
消
防
の
幹
部
職

員
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

住
民
へ
の
災
害
状
況
の
周
知
や
被
害
現
場

の
確
認
及
び
復
旧
作
業
、
関
係
機
関
へ
の

連
絡
等
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

町
災
害
対
策
本
部
で
は
、
各
地
区
の
区

長
へ
地
区
避
難
所
の
開
設
準
備
を
依
頼

し
、
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
丹
生
区
に
お

い
て
は
避
難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
は
あ
と
ぴ
あ
を
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
所
と
し
て
開
設
。
さ
ら
に
、
耳

川
が
避
難
判
断
水
位
を
超
え
た
こ
と
か

ら
、
耳
川
流
域
の
住
民
に
対
し
て
避
難
勧

告
を
発
令
し
、
弥
美
小
学
校
と
は
あ
と
ぴ

あ
を
避
難
所
と
し
ま
し
た
。

　

各
避
難
所
に
は
、
物
資
班
に
よ
り
食
糧

等
の
調
達
を
行
い
、
簡
易
水
道
の
水
源
が

被
害
を
受
け
た
丹
生
区
で
は
、
区
内
全
域

が
断
水
と
な
っ
た
た
め
、
復
旧
す
る
ま
で

の
間
、
給
水
車
に
よ
り
水
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

町
の
対
応

町
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耳川の氾濫により道路の一部が崩落し通行不能

となった県道松屋河原市線(宮代～佐野)

被
災
者
の
支
援

　
　
　

浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
9

　
　
　

月
18
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
町

内
の
方
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
行
い
、
延
べ
３
８
７
人
が
丹
生
区
内
の

被
災
箇
所
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
や
土

の
う
の
設
営
、
屋
内
外
の
清
掃
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
9
月
24
日
か
ら
11
月

29
日
の
間
、
台
風
18
号
に
よ
り
町
内
で
住

宅
被
害
等
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
被
災
者
支
援
金(

寄
付

金)

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

被
害
状
況

↑町役場町民プラザに設置してある支援金箱

↑土砂が流入し
　た家屋の家具
　等を搬出する
　ボランティア
　スタッフ　

　
　
　

生
区
で
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
家

　
　
　

屋
の
倒
壊
、
土
砂
の
流
入
に
よ
り

1
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
庄
区･

日
向
区･

菅
浜
区･

佐
田
区
等
、
町
の
い
た
る
集
落
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
、
県
道
松
屋
河
原
市
線(

宮

代
区
～
佐
野
区)

で
は
耳
川
護
岸
が
崩
落

し
通
行
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
道
路
が
冠
水
や
土
砂

の
流
入
等
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
り
、
J

 

R
小
浜
線
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
終

日
全
線
運
休
と
な
る
等
、
町
内
の
交
通
網

も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
に
よ
り
、
住
宅
で
は
、
床

上
浸
水
2
箇
所
、
床
下
浸
水
41
箇
所
、
倒

壊
等
6
箇
所
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

丹

美
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災害に備える
　災害が発生した際に重要となるのは、避難や災害状況等の情報です。

　素早い情報収集は、災害による被害を最小限に食い止めることができ

ます。豪雨や台風等、起こりうるすべての災害への備えとして、今一度

防災対策を確認しましょう。

▼
避
難
準
備
情
報

　

大
雨･

洪
水･

高
潮
警
報
が
発
表
さ
れ

る
等
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。

　

要
援
護
者
等
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る

方
は
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
勧
告

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
る

等
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
明

ら
か
に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
指
示

　

前
兆
現
象
が
発
生
す
る
等
、
人
的
被
害

が
発
生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
場
合

に
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
勧
告
発
令
後
に
避
難
中
の
方
は
、

避
難
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
方
は
、
た
だ
ち

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

町が発令する
　　　避難情報

　災害が発生したり、発生する

おそれがある場合、町から次の 3

種類の避難情報を発令します。

　それぞれの避難情報を確認し、

迅速な行動をお願いします。

町防災訓練(耳地区)での土のう作り訓練

防災特集
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近くの避難所
知っていますか？

　町内には次のような避難所がありま
す。日頃から、家の近くの避難所を確
認し、家族で災害時の行動を話し合い
ましょう。
　また、町から避難勧告や避難指示が
発令されていない場合でも、危険を感
じたら早めに自主避難をしてください。

町からの情報伝達

　災害時には、町から町民に対してさまざま

な手段を用いて災害状況等を随時お知らせし

ます。

　情報伝達の方法は次のとおりですので、災

害時には注意して情報を確認してください。

音声告知放送 防災行政無線

行政チャンネル 町ホームページ 美浜町メール配信サービス広報車

　各家庭に設置されている
有線放送機器です。
　災害状況や避難情報等を
いち早く伝えます。

　 屋 外 に 設 置 し て あ る ス
ピーカーです。
　緊急時に屋外の方へ情報
を伝えます。

　ケーブルテレビの 91 チャ
ンネルで災害状況や避難情
報等を公開し、随時更新し
ています。
　

　登録制の防災メールです。
　配信内容や登録方法等は広報
みはま 8 月号 (10 頁 ) をご覧
ください。

　広報車で避難情報等を
スピーカーで放送しなが
ら町内を巡回し、情報を
伝えます。　

　町ホームページで災害状況や
避難情報等を公開し、随時更新
しています。
http://www.town.mihama.fukui.jp

地区避難所

■美浜町レークセンター
■美浜北小学校
■美浜南小学校
■弥美小学校
■美浜中学校
■新庄山村開発センター
■新庄小学校
■美浜東小学校
■菅浜小学校
■丹生小学校

拠点避難所

■体育センター
■総合体育館

災害時要援護者避難所

■郷市児童館
■保健福祉センター
　はあとぴあ
■せせらぎ保育園
■あおなみ保育園
■旧菅浜保育所
■はまかぜ保育園

※その他各地区の公民館や集会所等が一時避難所 ( 自主避難所 ) となっ
　ています。美浜町ホームページにもすべての避難所が掲載してありま
　すので、ご確認ください。

もしものために
　　日頃から準備を

　非常時に持ち出すものを、常に家庭

に用意しておきましょう。

　あくまでも無事に避難するための準

備物として、自分にあった重さで用意

しておくことが重要です。

　水や電気等、すべてのライフライン

が止まったことを想定し、参考に次の

ものを準備してください。

□非常持ち出し袋
□ 3 日分の水
□ 3 日分の食糧
□携帯ラジオ ･ 懐中電灯
□救急医薬品
□予備電池 ･ 携帯電話の充電器
□タオル ･ 手袋 ･ ポリ袋
□下着 ･ 上着等の衣料
□かっぱ ･ ヘルメット
□現金 ･ テレホンカード
□運転免許証 ･ 健康保険証
□印鑑 ･ 預貯金通帳
□マッチ ･ ライター
□ティッシュ ･ 生理用品
□粉ミルク ･ ほ乳びん ･ 紙おむつ
□石けん ･ 水のいらないシャンプー
□メモ帳 ･ 筆記用具
□固形燃料 ･ 缶切り
□予備のメガネ ･ コンタクトレンズ
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②

　　災害が起こった時、消防署等の防災機関や行政は全力で
活動しますが、さまざまな理由で、防災関係機関の活動が遅
れる場合が予想されます。
　そのような場合、私たちはどのように行動したらよいので
しょうか？

地域で守る

①

④⑤

美浜町防災訓練(耳地区)

①町災害対策本部からの避難指示により弥美小学校へ避難する避難訓練

②倒壊した建物から負傷者を救出する救出訓練

③炊き出し用耐熱炊飯袋 ( ハイゼックス ) を使った炊き出し訓練

④包帯の使用方法等、消防署員から負傷者の応急手当等を学ぶ救護訓練

⑤災害時の安否確認等に用いる NTT の災害伝言ダイヤル 171 の体験

自分たちの手で
　災害の発生を想定し、日頃

から ｢ 自分たちの地区は自分

たちで守る ｣ という防災意識

を持ち、いざという時は地域

の皆さんで助け合うことで、

被害を軽減することができま

す。

　
　
　

害
時
に
、
皆
さ
ん
自
身
の
手
で
消

　
　
　

火･
救
出
活
動
を
行
い
、
少
し
で

も
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
各
地
区
で

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
、
日
頃
か
ら
災

害
時
の
対
応
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
等
を
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
集
落(

区)

や
校

区
を
単
位
と
し
て
、
消
防
団
員
以
外
の
住

民
に
よ
り
自
主
的
に
結
成
さ
れ
る
防
災
組

織
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
組
織
は
、
消
防
団
の
よ
う
な
法
に

基
づ
く
組
織
で
は
な
く
、｢

自
分
た
ち
の

地
区
は
自
分
た
ち
で
守
る｣

と
い
う
自
覚･

連
帯
感
に
基
づ
き
結
成
さ
れ
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
編
成
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
区
民
全
体
で
協
議
し
な
が

ら
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
組
織
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　10 月 6 日に耳地区を対象とした防災訓練を実施しました。
　訓練では、美浜町を震源とする震度 6 強の地震が発生し、家屋
の倒壊や火災、道路の損壊等が発生したとの想定で、災害情報の
伝達や住民避難等の訓練を行いました。
　避難所の弥美小学校では、河川の氾濫等に備えて土のうの作り
方や積み方の訓練、また消火器取扱訓練や救護 ･ 救出訓練等を行
い、参加者は、災害に備え熱心に訓練に取り組んでいました。

③

災

②

防災特集

↑郷市区自主防災組織による防災訓練での災害対策本部会議



2013.11 月号7

　
　
　

で
は
、
組
織
の
設
立
を
促
進
す

　
　
　

る
た
め
に
、
組
織
設
立
や
資
機

材
の
整
備
費
用
を
助
成
す
る
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
助
成
制
度
等
の
詳
細

は
、
町
の
防
災
安
全
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
だ
さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
自

主
防
災
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
も
地
域
で
行
わ
れ
る
自
主
防
災
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加･

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
防
災
安
全
室(

担
当･

武
田)

☎
32
‐
６
７
０
０

災害時の活動

　自主防災組織は、災害時に

次のような活動をします。

　災害時に落ち着いて行動で

きるように、それぞれの役割

等を会議や防災訓練時に話し

合っておきましょう。

　

① 

情
報
収
集･

伝
達
活
動

　

町
と
の
情
報
交
換
、
住
民
へ
の
広
報

 (

被
害
状
況
の
確
認･

取
り
ま
と
め
、
住

　

民
へ
の
注
意
喚
起
、
避
難
指
示
、
一
時

　

避
難
所
の
開
設
等)

② 

救
出･

救
助
活
動

　

け
が
人
や
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

　

の
救
出

③ 

初
期
消
火
活
動

　

消
防
署
、
消
防
団
到
着
ま
で
の
初
期
消

　

火
活
動

④ 

医
療
救
助
活
動

　

負
傷
者
の
運
搬
、
応
急
手
当

⑤ 
避
難
誘
導
活
動

　

住
民
の
避
難
場
所
へ
の
安
全
誘
導

 (

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
、
住
民
の

　

安
否
確
認)

⑥ 

給
食･

給
水
活
動

　

食
料
や
水
等
の
応
急
物
資
の
調
達
、
配
分

　

そ
の
他
、
平
常
時
に
は
区
民
へ
の
防
災

意
識
の
普
及
や
防
災
用
資
器
材
の
整
備
、

ま
た
、
災
害
発
生
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

の
実
施
等
、
災
害
時
に
備
え
て
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

設立に向けて
　平成 25 年 10 月 1 日現在、

町内の 11 集落が自主防災組

織を設置しています。

　町では、今後も多くの集落

で自主防災組織が設立される

よう、さまざまな支援を行っ

ていきます。

郷市区自主防災組織の取り組み

　9月29日に郷市区自主防災組織による防災訓練が

実施され、区民約170人が参加しました。

　訓練では、救出訓練(写真)や初期消火訓練、救護

訓練、炊き出し訓練等が行われ、参加した区民は、

災害時のそれぞれの役割等を確認しながら、訓練を

実施していました。

町
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農業経営改善計画認定
■ お問い合わせ先
　町農林水産課 ( 担当 ･ 山本 )
　 ☎ 32‐6706

　

9
月
27
日
に
、
農
業
経
営
改
善

計
画
認
定
書
の
交
付
式
が
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定

は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
き
、
町
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
、
効
率
的
で
安
定
的
な
農

業
経
営
の
目
標｢

基
本
構
想｣

を

作
成
し
、
そ
の
目
標
達
成
を
目
指

し
て
農
業
者
が
作
成
す
る
農
業

経
営
改
善
計
画(

5
年
後
の
経
営

目
標)

を
町
が
認
定
す
る
も
の
で

す
。

　

今
回
認
定
を
受
け
た
の
は
、
変

更
認
定
と
し
て
仲
島
保
俊
さ
ん

･

仲
島
と
み
ゑ
さ
ん(

河
原
市)

、

新
規
認
定
と
し
て
山
本
朝
子
さ
ん

･

山
本
孫
実
さ
ん(

菅
浜)

で
す
。

　

仲
島
さ
ん
は
、
約
6

 

ha
の
田

に
お
い
て
、
水
稲
を
中
心
に
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
規
模
拡
大
に
力

を
い
れ
、
減
農
薬･

減
化
学
肥
料

に
よ
り
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と

で
、
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
山
本
さ
ん
は
、
約
5

 

ha

の
田
に
お
い
て
、
水
稲
を
行
い
、

現
在
、
麹･

味
噌
、
餅
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
加
工
品
の
直

販
ル
ー
ト
の
確
保
や
新
商
品
の
開

発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
、
認
定
農
業
者

の
計
画
達
成
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。

↑農業経営改善計画の認定を受けた仲島保俊さん(中左)と山本孫実さん(中右)

　

10
月
12
日
に
東
京
都
内
で
、
東

京
美
浜
会(

会
長･

田
中
健
氏)

の

第
25
回
総
会
並
び
に
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
は
、
首
都
圏
に
在

住
の
美
浜
町
出
身
者
で
構
成
さ

れ
る
会
で
、
現
在
の
会
員
は
、

１
０
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
会
計

報
告
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と
藤

本
議
長
が
、
町
の
現
状
を
報
告
。

山
口
町
長
は
、
来
年
度
の
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
全
線
開
通
や
、
早
瀬

｢東京美浜会｣の総会が開催されました
■ お問い合わせ先
･東京美浜会幹事長 山口 司朗 氏☎045-584-7945
･町企画政策課(担当･川崎)☎32‐6701

の
瑞
林
寺
を
舞
台
と
し
た
サ
ク
ラ

サ
ク
の
映
画
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
小
島
信
義
氏(

初
代

東
京
美
浜
会
会
長)

が
、
今
年
3

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
川
瀬
仁
司
氏

(

前
東
京
美
浜
会
会
長)

の
本
会
発

展
に
対
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績

等
を
話
さ
れ
、
哀
悼
の
意
を
込
め

献
杯
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
美
浜

の
想
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
放
映
や
旧

中
学
校
、
美
浜
中
学
校
の
校
歌
の

斉
唱
、
み
は
ま
餅
っ
こ
隊
と
会
員

に
よ
る
餅
つ
き
等
が
行
わ
れ
、
会

場
は
終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
日
本
の

童
謡
・
唱
歌
で
あ
る
故ふ
る
さ
と郷
を
参
加

者
全
員
で
歌
い
懇
親
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
で
は
、
美
浜
町
出

身
者
で
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
ご
本
人
を
は
じ
め
、
ご
親
戚
や

ご
友
人
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　
　

人
の
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
環
境
学

　
　
　

と
農
業
を
専
門
と
し
て
お
り
、
初

日
は
新
庄
の
わ
い
わ
い
楽
舎
で
、
休
耕
田

を
復
旧
す
る
取
り
組
み
等
、
農
業
に
よ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
、
獣
害
対
策
と
し
て
設
置
し
て

あ
る
柵
を
見
学
し
、
自
国
と
の
違
い
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
新
庄
の
集
落
内
を
見
学
し
、

風
景
の
美
し
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

↑米の出荷工程を見学(新庄わいわい楽舎)↑しじみ漁に初挑戦(久々子湖)

↑しじみ汁を堪能

9

　
　
　

向
の
民
宿
で
宿
泊
し
た
参
加
者   

　
　
　

は
、
翌
日
、
久
々
子
湖
の
し
じ
み

漁
の
現
状
や
将
来
の
目
標
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
し
じ
み
漁
に
初

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

し
じ
み
獲
り
終
了
後
に
は
、
参
加
者
に

し
じ
み
汁
が
提
供
さ
れ
、
慣
れ
な
い
箸
を

使
い
な
が
ら
も
、
久
々
子
湖
産
の
し
じ
み

の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
者
た
ち
は
ダ
イ
ヤ
浜
や
水

晶
浜
等
、
美
浜
の
海
岸
線
の
景
色
を
楽
し

み
里
山
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
１
人
で
ガ
ー
ナ
人
の
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
さ
ん
は｢

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
が
で
き
た｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

農
業
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ

久
々
子
湖
の
し
じ
み
漁
を
体
験

　　　月 8 日から 14 日にかけて、福井県で ｢SATOYAMA 国際会議
　　　2013 in ふくい ｣ が開催されました。
　美浜町では、8 日から 9 日にかけて関連イベントの 1 つとして、
国際会議の参加者に福井県の里地 ･ 里山を体験してもらう ｢ 里山
STAY｣ が行われ、ガーナとインドからの参加者が訪れました。

｢SATOYAMA 国際会議 2013 in ふくい ｣
　　　　　　　参加者が美浜町で自然を体験

2

日

美浜町教育委員会委員の任期満了に伴い、大同保氏が再任されました。

大同 保 氏 (教育長)
 (任期：平成25年10月1日 ～ 平成29年9月30日)

美浜町教育委員会　委員の再任

■ お問い合わせ先　町学校教育課 ( 担当 ･ 加茂 )　 ☎ 32‐6708
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、9月14日から10月17日までの美浜発電所の状況等
についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
選
択
等

を
国
へ
要
請

↑田中良生経済産業大臣政務官に要請書を提出

　

10
月
10
日
と
11
日
の
2
日
間
、
原
子
力

発
電
所
が
立
地
す
る
県
内
4
市
町
の
首
長

及
び
議
長
で
構
成
す
る
福
井
県
原
子
力
発

電
所
所
在
市
町
協
議
会
で
、
政
府
を
は
じ

め
、
内
閣
府
や
経
済
産
業
省
等
の
関
係
機

関
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
要
請
は
、
国
が
年
内
に
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
取
り
ま
と

め
る
前
に
、
半
世
紀
に
亘
り
、
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
し
て
き
立
場
か
ら
、

国
家
戦
略
と
し
て
原
子
力
発
電
の
必
要
性

を
明
確
に
し
た
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
選
択
の
ほ
か
、
立
地
自
治
体
が
直
面

す
る
課
題
も
含
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

︻
要
請
事
項
︼

●  

エ
ネ
ル
ギ
ー(

原
子
力)
政
策
に
つ
い
て

● 

原
子
力
発
電
の
必
要
性
を
明
確
に
し
た 

　

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
早
急
に
示

　

す
こ
と
。

● 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
明
確
な
方
針
を
早

　

急
に
示
す
こ
と
。

● 

放
射
線
の
正
し
い
知
識
が
国
民
に
伝
わ
る

　

よ
う
に
広
報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
。

●  

安
全
規
制･

プ
ラ
ン
ト
審
査
に
つ
い
て

● 

世
界
標
準
の
知
見
を
反
映
し
た
合
理

　

的･

実
効
性
の
あ
る
規
制
基
準
を
設
定

　

し
、
規
制
当
局
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

　

適
切
な
指
導･

監
督
を
行
う
こ
と
。

● 

原
子
力
発
電
所
の
新
規
制
基
準
の
適
合

　

審
査
が
遅
滞
な
く
審
査
が
進
む
よ
う

　

に
、
規
制
当
局
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る

　

こ
と
。

● 

国
は
、
原
子
力
発
電
所
の
リ
ス
ク
に
一

　

元
的
な
責
任
を
負
う
こ
と
を
明
確
に

　

し
、
再
稼
働
の
判
断
を
遅
滞
な
く
行
う

　

こ
と
。

●  

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て

● 

現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る
災
害
制
圧
道

　

路
が
早
期
完
成
す
る
よ
う
に
必
要
な
財

　

源
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
既
設
の

　

国
道･

県
道
等
の
強
化
も
早
急
に
取
り

　

組
む
こ
と
。

● 

万
一
の
原
子
力
災
害
に
備
え
、
交
通
量

　

等
の
広
域
的
デ
ー
タ
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

　

シ
ョ
ン
結
果
を
自
治
体
へ
情
報
提
供

　

す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間
の
調
整
を

　

図
る
こ
と
。

● 

課
題
が
山
積
す
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事

　

前
配
布
に
つ
い
て
、
現
場
と
な
る
自
治

　

体
の
状
況
に
合
わ
せ
た
弾
力
的
な
ガ
イ

　

ド
ラ
イ
ン
と
す
る
こ
と
。

●  

大
規
模
テ
ロ
等
の
人
為
的
災
害
も
想
定

　

し
、
自
衛
隊
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
法
整

　

備･
体
制
強
化
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

●  

立
地
地
域
対
策
に
つ
い
て

● 

立
地
自
治
体
が
行
う
中
小
企
業
へ
の
金

　

融
支
援
や
雇
用
維
持
、
人
材
育
成
対
策

　

に
つ
い
て
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
機

　

動
的
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

● 

電
源
三
法
交
付
金
の
使
途
を
自
由
裁
量

　

と
し
、
交
付
期
間
を
施
設
解
体
撤
去
完

　

了
ま
で
と
す
る
こ
と
。

● 

立
地
自
治
体
に
お
け
る
新
産
業
形
成
へ

　

の
財
政
支
援
と
し
て
、
電
源
開
発
促
進

　

税
の
一
部
を
活
用
し
た
資
金
造
成
を
図

　

り
、
新
た
な
交
付
金
制
度
等
を
創
設
す

　

る
こ
と
。

● 

立
地
自
治
体
の
自
律
的
発
展
基
盤
確
立

　

の
た
め
、
産
業
団
地
整
備
や
企
業
誘
致

　

に
対
す
る
支
援
制
度
の
充
実
・
強
化
を

　

行
う
こ
と
。

　

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議

会
で
は
、
今
後
も
、
会
員
間
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
に
係
る
課
題
や

問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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お知らせ
募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民環境課　３２－６７０３

福　祉　課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

健康づくり課(はあとぴあ内)　
　　　　　　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生涯学習課(なびあす内)
　　　　　　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３

○
よ
ち
よ
ち
お
は
な
し 

0･

1･

2

● 

日 

時　

11
月
7
日(

木)

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
10
時
30
分

● 

対 

象　

0･

1･

2
歳
児

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

内 

容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、　
　

　

手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
等

● 

参
加
費　

無
料

11
月
の
町
立
図
書
館
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

● 

対 

象　

3
歳
～
小
学
校
低
学
年

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

日 

時　

11
月
16
日(

土)

　
　
　
　

 

午
後
3
時
～
3
時
30
分

● 

内 

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び 

　
　
　
　

 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

● 

参
加
費　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　
　
　

☎
32
‐
０
０
８
３

● 

会 

場　

お
は
な
し
の
へ
や　

● 

会 

場　

お
は
な
し
の
へ
や　

Mihama　Information

11
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の　

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
育
児
講
座

● 

日 

時　

11
月
20
日(

水)

　

  　
　

  

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

● 

会 

場　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

講 

師   

千
知
岩　

祐
次 

氏

　
　
　
　

(

小
児
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師)

◆｢

上
手
な
薬
の
飲
ま
せ
方
と

　
　
　
　
　
　
　

感
染
予
防
に
つ
い
て｣

● 

申
し
込
み　

　

11
月
1
日(

金)

～
18
日(

月)

※
電
話
、
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も

　

参
加
で
き
ま
す

○
講
演
会

｢
最
近
お
も
し
ろ
か
っ
た
本｣

p 

a 

r 

t
Ⅱ

● 

日 

時　

11
月
9
日(
土)

　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

● 

会 

場　

な
び
あ
す　

趣
味
の
部
屋

● 

講 

師　

　

瀬
川
あ
づ
さ 

氏

  (

福
井
新
聞
＂
本
本
屋
本
舗
＂
を
執
筆
中)

● 

対 

象　

一
般

● 

申
し
込
み　

　

11
月
6
日(

水)

午
後
5
時
ま
で

※
メ
ー
ル･

電
話･

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込　

　

み
く
だ
さ
い

　

昨
年
度
好
評
だ
っ
た
講
演
会｢

最
近
お

も
し
ろ
か
っ
た
本｣

の
第
2
弾
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
読
書
の
幅
を

広
げ
て
く
だ
さ
い
。

● 

参
加
費　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
０
１
９
２
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町
で
は
、
エ
コ
ク
ル
美
方
で
受
け
入
れ

で
き
な
い
家
庭
の
廃
タ
イ
ヤ･

金
属
製
ご

み
等
を
有
料
で
受
け
入
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

廃
タ
イ
ヤ･

金
属
製
ご
み
等
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す

● 

対
象
物

● 

持
込
期
間･

受
付
場
所

※
対
象
物
ご
と
に
処
理
料
金

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
11
月
25
日(

月)

～
29
日(

金)

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

町
住
民
環
境
課

11
月
9
日
は「

１
１
９
番
の
日
」で
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署       

☎
32
‐
１
１
９
０

　

11
月
9
日
は「
１
１
９
番
の
日
」で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
１
１
９
番
の
正
し
い
か

け
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

● 

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
起
こ
っ
た
か
？

●
「
火
事
」･「
救
急･

救
助
」･「
そ
の
他
の

　

災
害
」

②
発
生
場
所

● 

町
名
、
番
地
、
家
の
名
前 

等

③
近
く
の
目
標
物

● 

建
物
、
公
園 

等

④
災
害
の
状
況

[

火
事
の
場
合]

● 

何
が
燃
え
て
い
る
か
、
逃
げ
遅
れ
た
人

　

が
い
る
か 

等

[

救
急･

救
助
の
場
合]

● 

事
故
種
別(

急
病
、交
通
事
故
、一
般
的

　

な
負
傷
等)

及
び
負
傷
者
の
状
況(

意

　

識
状
態
や
呼
吸
、出
血
の
有
無
等)

※
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
の
場
合
は
、
通

報
後
し
ば
ら
く
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
消
防
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
通
報
者
本
人
の
名
前

☆
通
報
は
あ
わ
て
ず
ゆ
っ
く
り
正
確
に
！

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す

● 

対
象
者

　

農
業･

漁
業･

営
業
等
の
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業

務
を
行
う
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
す
。

※
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

● 

記
帳
す
る
内
容

　

売
上
等
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の

他
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
、
取
引
年
月
日

や
金
額
等
を
記
載
し
ま
す
。

保存が必要なもの 保存期間

帳簿

収入金額や必要経費を記載した帳簿
(法定帳簿) 7年

業務に関して作成した上記以外の帳簿
(任意帳簿) 5年

書類

決算に関して作成した棚卸表、その他の書
類 5年

業務に関して作成または受領した請求書･
納品書･送り状･領収書等の書類 5年

● 帳簿 ･ 書類の保存期間

※
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

個

人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿
の
記

載･

記
録
の
保
存
に
つ
い
て｣

を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
敦
賀
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
税
務
署 (

自
動
音
声
案
内)      

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
１
０
１
０

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

               h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go
.jp

11月は児童虐待防止推進月間です！

　虐待を受けたと思われる子どもがいたら、すぐに連絡して
ください。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
　あなたの一報が子どもを救います。

[ 夜間･休日の連絡先 ☎ 32‐6704(町福祉課) ]

※ 連絡先
　 ▼子育て支援センター  ☎ 32‐0192

　 ▼敦賀児童相談所　　   ☎ 22‐0858

～ さしのべた その手がこどもの 命綱 ～

福井県最低賃金の改定

時間額 ７０１円
　10月13日から、県内で働

くすべての労働者と使用者に

対して適用されています。

※お問い合わせ先
　敦賀労働基準監督署
　☎22‐0745

・
11
月
23
日(

土)

・
24
日(
日)

　

午
前
9
時
～
正
午

　

町
役
場
正
面
玄
関

　

廃
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
農
機
具
・

　

自
転
車･

そ
の
他
金
属
製
ご
み 

等
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平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

● 

時
間
帯
が
合
わ
な
い
方
は
、
都
合
の
良

　

い
時
間
帯
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

敦
賀
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
末
調
整
事
務
に

携
わ
る
徴
収
義
務
者
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日 

時　

11
月
22
日(

金)

● 

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

　

[

対
象] 

敦
賀
市
の
法
人･ 

官
公
庁
の
方

● 

午
後
の
部　

午
後
2
時
～
4
時

　

[

対
象] 

美
浜
町
の
方･

若
狭
町
の
方･

 　
　
　

  

敦
賀
市
の
個
人
事
業
者

● 

会 

場　

プ
ラ
ザ
萬
象 

　
　
　
　

 (

敦
賀
市
東
洋
町
1
‐
1)

● 

そ
の
他

● 

お
届
け
し
た
用
紙
が
足
り
な
い
場
合  

　

は
、
コ
ピ
ー
し
て
い
た
だ
く
か
、説
明

　

会
会
場
、ま
た
は
敦
賀
税
務
署
窓
口･

町

　

税
務
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

● 

説
明
資
料
は
、
事
前
に
お
届
け
し
た
も  

　

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
９
２
６
８

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

国民年金保険料の免除期間･納付猶予期間

がある方は追納をおすすめします！

　　  民年金保険料の免除、若年者納付猶予、
　　　　学生納付特例の承認を受けた期間がある
場合、保険料は全額納めた方と比べ、老齢基礎年
金(65歳から受け取る年金)の受け取り額が少な
くなります。

国

★追納で老齢基礎年金を増額
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、10年
以内であればさかのぼって経過した月分から保険料を納
めることができます。
　ただし、保険料の免除や納付猶予等の承認を受けた期
間の翌年度から起算して、3年度目以降に追納される場
合は、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされま
す。

追納の申し込み･相談は敦賀年金事務所までお願いします。

※お問い合わせ先  
日本年金機構敦賀年金事務所 ☎23‐9902 

※一部免除を受けた方は、残りの納付すべき保険料が納
　付されていない場合、追納ができません。　

マ
ダ
ニ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　
　

　

県
内
で
採
取
さ
れ
た
マ
ダ
ニ
類
か
ら
重

症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
ウ
イ
ル
ス
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
も
っ
た
マ
ダ
ニ
類
に

咬
ま
れ
る
と
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
と
い
う
病
気
に
か
か
り
、重
症
化
し
、

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

野
外
で
作
業
を
行
う
場
合
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

予
防
方
法

・
森
林
や
草
む
ら
等
に
入
る
場
合
は
、
肌

の
露
出
が
少
な
く
す
る

・
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
等
を
併
用
す
る

● 

帰
宅
後
の
注
意
点

・
屋
外
で
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
等
が
皮
膚

に
付
い
て
い
な
い
か
確
認
す
る

● 

咬
ま
れ
た
場
合

・
無
理
に
マ
ダ
ニ
等
を
引
き
抜
か
ず
、
医

療
機
関(

皮
膚
科
等)

で
処
置
を
受
け
る

・
数
週
間
は
体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
発

熱
や
消
化
器
症
状
等
が
出
て
き
た
場
合
は

医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

     　
　

 

☎
22
‐
３
７
４
７

平
日
夜
間
の
エ
イ
ズ
相
談･

  
H

　

I
　

V
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す

● 

内 

容　

・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談

・
H

　

I
　

V
抗
体
検
査(

即
日
検
査)

● 

日 

時　

12
月
3
日(

火)

　
　
　

    

午
後
5
時
～
6
時
30
分

● 

費 

用　

無
料

● 

会 

場　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

        (

敦
賀
市
開
町
6-

5)
● 

そ
の
他　

　

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
事
前
に
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
７
４
７

　

国
内
で
は
、
1
日
に
約
4
人
の
ペ
ー
ス

で
新
た
な
H

　

I
　

V
感
染
者
、
エ
イ
ズ
患

者
が
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

H
　

I
　

V
抗
体
検
査
を
受
け
、
感
染
の

有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　
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みはまナビフェス 2013

※お問い合わせ先　みはまナビフェス実行委員会 ( 生涯学習センターなびあす内 )　☎ 32‐1212

宝くじ ふるさと劇場
ワクワク

in みはま

11月23日
午後 1 時 30 分
午後 2 時

美浜町生涯学習センター
なびあす

日 時 ( 土 ･ 祝 )

※お問い合わせ先　生涯学習センターなびあす　☎ 32‐1212

このイベントは、宝くじ社会貢献広報事業の一環として実施しています

生涯学習センターなびあす 開館 1 周年記念

2,000 円
※宝くじ助成による特別料金

( 全席指定 )

開催日 11月2 日 ( 土 ) ～ 3 場 所
生涯学習センターなびあす
町役場特設会場日 ( 日 )

時 間 内　　容

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

11月3日(日)

餅つき･餅のふるまい
ジビエ料理のふるまい
11:30～12:30

発表会13:30～14:00

農林水産物品評会表彰式
14:00～15:00

漫才15:00～15:30

大抽選会15:30～16:00

※イベント時間は変更する場合があります。

時 間 内　　容

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

11月2日(土)

芸能の祭典
11:00～12:00

開会式 9:00～9:50
みずうみ保育園児発表

読書感想文コンクール表彰
9:50～10:40

17:00

18:00

19:00

20:00

芸能の祭典
13:00～15:30

みはまナビフェスコンサート
18:30～20:00
出演:ヒナタカコさん
　　 ナビフェス町民合唱団

開場　18:00～

ステージ

休憩

苗木の配布
10:40～1１:10

餅つき･餅のふるまい
ジビエ料理のふるまい
12:00～13:00

花の寄せ植え教室
14:30～15:30

体験コーナー 9:00 ～ 16:00

屋　外

地域福祉講演会
10:00～11:30
講師:小谷あゆみさん

休憩

芸能の祭典
12:30～15:00

開場　9:30～

展示　　　　 9:00 ～ 16:00
バザー販売    9:30 ～ 16:00

体験コーナー 9:00 ～ 15:00
展示            9:00 ～ 16:00
バザー販売   9:00 ～ 16:00

2 日 ( 土 ) 3 日 ( 日 )

みはまナビフェスボランティア募集中
当日の会場案内等のボランティアを募集しています。
詳しくは、なびあすまでお問い合わせください。

※イベント時間は変更する場合があります。

ステージ 屋　外

会 場

｢ お笑いオンステージ ｣ や吉本新喜劇メンバーと町民参加の ｢ ほのぼのコメディ劇場 ｣ 等、とびきりの笑いをお届けします！

開 場
開 演

入場料
お笑いオンステージ
出演　桂米助さん

YumYum
PROJECT

吉本芸人
｢クレヨン｣

バザー販売開始　
9:30～
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イ
～福滋県境交流促進協議会からのお知らせ～
　福滋県境交流促進協議会は、嶺南6市町と滋賀県湖北･湖南の3市(米原市･
長浜市･高島市)で構成される協議会です。
　協議会では、県境を越えて交流を深め、各市町間で連携･協力すること
で、相互の魅力あるまちづくりを進めています。

開催日 イベント名 開催場所 お問い合わせ先

11月3日(日) 第21回朽木鯖街道
｢鯖･美･庵！｣祭り

高島市
(道の駅くつき新本陣)

朽木･群･ひとネットワーク事
務局(高島市役所朽木支所内) ☎0740-38-2331

11月9日(土) 長浜きもの大學 長浜市
(長浜市街地)

長浜きものの集い事業部会事
務局(長浜市観光振興課) ☎0749-62-4111

11月16日(土)
　 ～17日(日)

ハート＆アートフェ
スタ2013

若狭町
(パレア若狭･歴史文化館) パレア若狭 ☎0770-62-2508

11月23日(土) 2013たかしま産業フ
ェア＆そばフェスタ

高島市
(今津総合運動公園) 高島市商工会 ☎0740-32-1580

11月23日(土)
    ～24日(日)

第9回つるがクラフト
マーケット

敦賀市(きらめきみなと
館イベントホール) 港都つるが株式会社 ☎0770-20-0015

↑長浜きもの大學(滋賀県長浜市)

ベント情報

　

※お問い合わせ先　町文化財室(担当･松葉) ☎32ｰ0027

平成 25 年度美浜町歴史フォーラム

古代若狭の交通、往来、地域社会
今回の歴史フォーラムでは、若き研究者たちが、古代若狭と周辺地域の道を語ります。
この壮大なテーマにどこまで迫れるかご期待ください。

日 時

講 師

定 員

参加費

11月17日(日)
午前10時30分～午後5時

門井直哉 氏、中大輔 氏　ほか

100人
(当日先着順)

無料

(開場10時)
内 容

● 趣旨説明｢古代若狭の交通、往来、
　　　　　　　　　　　地域社会をめぐる課題｣
● フォーラム1 
　｢文献史料からみた古代若狭の交通路と駅家｣
● フォーラム2
　｢若狭周辺における古代交通路の変遷｣
● フォーラム3
　｢公文名與門下遺跡からみた北陸道と地域社会｣
● フォーラム4
　｢若狭の官衙･寺院などからみた交通と在地社会｣
● フォーラム5
　｢高島郡からみた北陸道と若狭との物流｣
● 座談
　｢古代若狭の交通、往来、地域社会を考える｣

↑耳川流域の古代景観復元図

会 場
生涯学習センターなびあす
コミュニティルーム


